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青山キャンパス

　「パウロの生涯」　（金）昼休み　担当：髙砂  民宣 （大学宗教主任）

　「『キリスト教教理』を読む」　（水）昼休み　担当：髙砂  民宣 （大学宗教主任）

　「パスカルを理解しよう」　（木）昼休み　担当：茂　牧人 （総合文化政策学部教授）　

相模原キャンパス

　「アコースティックギター入門」 　（木）昼休み　担当：藤原  淳賀 （大学宗教主任）

今年度の主題聖句
あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者になり、

　　　　　　　いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさい。
（マタイによる福音書  第20章26、27節）

しもべ

「聖書とキリスト教文化に親しむ会」後期より開始のクラスです

アドヴェント クリスマス エピファニー

レ  ン  ト よ  み くだ

イースター

　キリスト教には教会暦と呼ばれる固有の暦があります。古くから人々は、時間もまた神が

与えてくださったものであることを覚え、教会暦にそった祝祭日を祝うことで、イエス・キリスト

の生涯を覚えつつライフ・スタイルを整えてきました。この教会暦には象徴となる典礼色も

定められています。呼称や期間区分は教会によって多少異なりますが、本学では合同メソジスト

教会の教会暦にもとづいて、「待降節」（紫＝悔い改め）、「降誕節」（白＝栄光・喜び）、「公現節」

(緑＝恵み・希望・成長）、「受難節」（紫＝悔い改め）、「受難日」（赤＝血・贖罪）、「陰府下り」（黒）､

「復活節」(白＝栄光・喜び）、「聖霊降臨週」（赤＝火・力）、「神の国節」（緑＝恵み・希望・成長）、

という周期を用い、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷色もこれに合わせています。

教会暦と典礼色

ペ ン テ コ ス テ

各キャンパスでは、宗教主任が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞ遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当者 研　究　室 オフィスアワー
伊藤 　悟
シュー土戸 ポール
大島　 力
塩谷 直也
シェロ マイク
森島　 豊
西谷 幸介

間島記念館1階
〃

８号館８17
間島記念館3階

〃
〃

１７号館1217

（木）13：20～15：00
（金）13：20～15：00 
（火）13：30～15：00
（月）11：30～12：30
（火）1３：00～14：00
（月）15：00～16：00
（木）15：00～16：00

担 当 者 研　究　室 オフィスアワー

福嶋 裕子

藤原 淳賀

David Reedy

C棟（チャペル）2階

〃

〃

（水）12：30～13：30

（月）15：0０～16：0０

（水）13：3０～14：3０

【相模原キャンパス】

宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537

　このシンボルは1世紀の初代教会の時代にしばしば

使われたものです。「わたしたちが持っているこの希望は、

魂にとって頼りになる、安定した錨のようなものであリ……」

（ヘブライ6：19）の言葉に基づいて、イエス・キリストへの

信仰を「錨」になぞらえています。必ず交差する横棒を

組み合わせて十字架をかたどっていますが、全体のデザイン

にはいくつかのバリエーションがあります。たとえば、

ギリシア語のキリストの頭文字「Χ」をあしらったり、魚

〔イクスース＝「イエス・キリストは神の子、救い主」の

頭文字を並べるとΙΧΘΥΣ（魚）となる〕をデザインして、

錨に特別な意味をもたせようとしているものもあります。

いずれも確固たる信仰のシンボルとして用いられてきた

ものです。

キリスト教のシンボル ［14］
「錨（アンカー）」

前期の大学礼拝は、今週で終了します。後期は、9月16日（金）より開始します。



今週の聖句
解説：同じ授業を聞いても右から左へと言葉が抜けていく人もいれば、その授業で大きな刺激を受ける人もいる。同時にある説教を聞いて大いに感動したはずなのに
一週間後には忘れるケースもあれば、聞いたときにはあまり理解できなかったが何十年も忘れられず、その説教から影響を受け続けるケースもある。実に言葉は蒔かれた
種のようだ。人の一時的な思いや感情を越えて発芽し、突然、真実を悟らせる。

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル

「良い土地に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて悟る人」（マタイによる福音書  第13章23節）

（月～金・10時30分～11時）　　（夕礼拝／火・18時～18時30分）

夕礼拝
7月18日（月） 7月19日（火） 7月20日（水）

7月21日（木） 7月22日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（茶色） Ⅱ212
マルコ 14：51,52
　　　　  （新93頁）
「悲しみと喜びが
　　　  出会う一瞬」

（茶色） Ⅱ212

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） Ⅱ195
マタイ 11：25～28
　　　　  （新20頁）
「重荷を
　 おろすということ」

（茶色） 540

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 312
ヨハネ 15：11～17
　　　　（新199頁）
「友と呼ぶ」

（茶色） 541

奨励　David Reedy
　（学院宣教師・理工学部教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 67
詩編 39：5～8
　　　　（旧872頁）
「生涯は手の幅ほど」

（茶色） 544

司式　藤原　淳賀
説教　土屋　和彦
　　 （相模原キリスト教会牧師）

説教　塩谷　直也
　　　 （大学宗教主任）

説教　福嶋　裕子
　　　 （大学宗教主任）

司会　地2 高力  葵
説教　白井　園子
　　　 （弦巻教会牧師）

讃美歌（灰色）:讃美歌21　　讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） 7
マルコ 1：9～11
　　　　  （新61頁）
「応答する」

（茶色） 542

7月23日（土）

説教　藤原　淳賀
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 164
詩編 23：3
　　　 （旧854頁）
「ストレスへの処方箋4：
  癒やしを受け取るために」

（茶色） 539

7月18日（月）

前 奏
招 詞
讃美歌
聖 書

説 教

祈 祷
頌 栄
祝 祷
後 奏　

 奏楽  作井清雅子

(茶色） 313
マタイ 
　 21：12～14
　　 （新40頁）
「青学
  ジェントルマン」

(茶色） 543

7月19日（火） 7月20日（水）

司　式  シュー土戸 ポール
メッセージ  伊藤　　悟
　　　 　（大学宗教部長）

ピアノ 飯　　靖子

聖 書

　

メッセージ
「パーソンか、
　　　リソースか」

マルコ 10：13～16
　　　    （新81頁）

コンテンポラリー礼拝
7月19日（火）

前 奏
招 詞
讃美歌
聖 書

説 教

祈 祷
頌 栄
祝 祷
後 奏　

 奏楽  坂戸　真美

(茶色） 499
イザヤ 43：1,2
　  （旧1130頁）
「神はあなたの
　　 名を呼ぶ」

(茶色） 542

説教　シェロ  マイク
　　　 （大学宗教主任）

司式　大島　　力
説教　梅津　裕美
　　　 （荻窪清水教会牧師）

前 奏
招 詞
讃美歌
聖 書

説 教
祈 祷
頌 栄
祝 祷
後 奏　

 奏楽  越川伊豆美

(灰色） 452
ローマ 12：１5
　　  （新292頁）
「熊本の祈り」

(灰色） 28

司式　森島　　豊
説教　吉岡　康子
　　　 （女子短大宗教主任）

7月22日（金）7月21日（木） 7月23日（土）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 324
ヨハネ 5：1～9
　　　　（新171頁）
「良くなりたいのか」

（茶色） 544

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） 187
詩編 8：4～10
　　　　（旧840頁）
「本当の休みの始まり」

（茶色） 539

説教　大島　　力
　　　 （大学宗教主任）

説教　森島　　豊
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（茶色） 293(1,2節）
ヨハネ 5：39
箴言 20：5
（新173頁、旧1016頁）

「証言と証明」

（茶色） 293（3,4節）

説教　西谷　幸介
　　　 （大学宗教主任）


